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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
秋
、
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ

協
会
は
、
市
民
文
化
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
の

賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は

昭
和
二
十
二
年
に
発
足
し
、

以
来
六
〇
年
余
の
長
き
に

わ
た
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
精

神
に
基
づ
い
た
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活

動
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
一
緒
に
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
二
十
年
、
国
連
に

ユ
ネ
ス
コ
が
創
設
さ
れ
た

当
時
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の

元
キ
リ
ス
ト
教
大
学
総
長

の
湯
浅
八
郎
先
生
が
日
本

に
ユ
ネ
ス
コ
の
必
要
性
を

感
じ
、 

昭
和
二
十
一
年

十
一
月
に
帰
国
。
直
ち
に

資
料
を
携
え
て
、
楠
町
の

三
田
谷
治
療
学
園
の
三
田

谷
啓
園
長
を
訪
ね
、
ユ
ネ

ス
コ
協
力
団
体
に
つ
い
て

相
談
の
結
果
、 

お
二
人

が
、
そ
の
創
設
を
母
の
広

瀬
勝
代
に
要
請
し
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
母
は
兵
庫
県
の
連
合
婦
人
会
長

と
し
て
、
食
糧
事
情
・
復
員
軍
人
・
戦
争

裁
判
・
原
爆
遺
児
へ
の
救
済
な
ど
、
当
面

の
問
題
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
仙
台

に
住
む
従
姉
妹
の
氏
家
愛
子
氏
に
事
情
を

話
し
、
日
本
初
の
民
間
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
は
、
初
代
会
長
に
丹

羽
俊
彦
氏
、
副
会
長
に
仁
田
勇
氏
と
い
う

メ
ン
バ
ー
で
、
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
三
年
後
に
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
強
い

要
請
に
よ
り
、
母
が
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会

の
会
長
を
引
き
受
け
、 

ユ
ネ
ス
コ
活
動
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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会
長
と
な
っ
た
母
は
、
駐
日
大
使
で

あ
っ
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
か
ら
デ
ン
バ
ー

で
催
さ
れ
た
「
全
米
ユ
ネ
ス
コ
大
会
」
へ
、 

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
代
表
と
し
て
招
待
さ

れ
、
私
も
秘
書
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
機
に
、
コ
ロ
ラ
ド
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
Ｅ
・
Ｈ
・
ロ
ー
ズ
夫
人
と
の
交
流
が

始
ま
り
、
ロ
ー
ズ
氏
か
ら
の
寄
附
を
基
金

と
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
、「
財
団
法
人
兵

庫
県
ユ
ネ
ス
コ
会
館
」
が
奥
池
に
開
館
し
、

翌
四
十
年
に
は
、
第
二
十
一
回
日
本
ユ
ネ

ス
コ
運
動
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
館
に
は
ホ
ー
ル
・
会
議
室
・
宿

泊
設
備
も
あ
り
、
特
に
こ
の
時
代
に
宿
泊

設
備
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、 

秩
父
宮

妃
殿
下
・
高
松
宮
妃
殿
下
は
じ
め
外
国
の

要
人
も
多
く
迎
え
る
と
い
っ
た
輝
か
し
い

歴
史
を
築
い
て
き
た
の
で
す
。

　

昭
和
五
十
九
年
、
母
の
他
界
に
よ
り
、

こ
の
会
館
は
県
の
婦
人
会
の
手
に
委
ね
ら

れ
ま
し
た
が
、 

つ
い
に
昭
和
六
十
三
年
に

閉
館
い
た
し
ま
し
た
。
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私
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
芦
屋
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の
三
代
目
の
会
長
と
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間

芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
活
動
は
、
決
し
て

順
調
と
は
い
え
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、平
成
七
年
一
月
十
七
日
、芦
屋
を

襲
っ
た「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」で
は
、協
会

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
。

　

事
実
、
活
動
は
中
断
し
て
い
た
の
で
す

が
、
や
が
て
市
内
の
女
性
た
ち
か
ら
の

「
一
般
教
養
を
高
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
講
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
に
応
え

る
形
で
『
芦
屋
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
レ
デ
ィ
ー

ス
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
』
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
幸
い
に
も
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
好

評
を
得
て
今
日
ま
で
続
き
、
協
会
活
動
の

継
続
を
促
す
原
動
力
に
な
り
、
平
成
十
二

年
八
月
に
は「
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
」が
再

出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、「
つ
な

げ
よ
う
平
和
の
心
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、共
に
生
き
る
世
界
を
目
指
し
て
学
び
、

行
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
、老
若
男
女
の

各
世
代
の
会
員
が
、多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、「
世
界
寺
子
屋
運

動
」の
た
め
の
書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収

や
募
金
活
動
、「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う

運
動
」
の
実
施
、「
世
界
遺
産
・
地
域
遺
産
活

動
」の
セ
ミ
ナ
ー
や
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
の

実
施
、「
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
日
」の
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、「
年
末
講
演
会

＆
親
睦
会
」な
ど
、『
平
和
と
文
化
』・『
人

類
の
福
祉
』
の
啓
蒙
の
た
め
の
活
動
を
、

着
実
に
実
践
し
て
い
ま
す
。
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芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
に
基
づ
き
、
教
育
・
科
学
・
文
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、「
平

和
へ
の
志
」
を
高
く
掲
げ
、
草
の
根
の
市

民
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

か
た
は
、
芦
屋
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
ご
入
会

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
一
緒
に
、

芦
屋
市
民
と
し
て
世
界
の
平
和
と
人
類
の

福
祉
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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